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古くなった堤防を補強する工事を

工事にご協力頂き、ありがとうございました

高さや断面が足りない堤防を
補強する工事を行っています
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無事、工事を完成することが出来ました！ご協力ありがとうございました！！

「櫛田川・佐奈川」の現場からの便り

櫛田川通信

工事一覧表

①平成２６年度 櫛田川堤防維持管理工事
（櫛田川・佐奈川の管内全域が施工範囲で、
堤防除草等を行います。）

（平成２７月６月現在）

国道23号

県道37号

櫛

田

川

出

張

所

国
道
42
号

護岸・根固めの補修を行いました

松阪市松名瀬町地先(1.4k付近）

自然河岸の浸食対策を行いました
（多気町相可 櫛田川右岸14k付近）

櫛田川出張所の管理区域
櫛田川出張所は、
①櫛田川は河口から１８．９キロ区間、
②佐奈川は櫛田川合流点から５．４キロ区間（国道４２号線まで）、
③祓川の分流点から下流側約１００メートル区間を
管理しています。

堤防補強を行いました
（櫛田川右岸 魚見町）

松阪市西黒部瀬町地先(左岸1.4k付近）

松阪市東久保町地先(左岸2.6k付近）

佐奈川 河道掘削・樹木伐採

※添付写真は平成２６年度の完成箇所です
（H27.3完成）

堤防補強 下七見町（H26.10完成）

‐１‐



　　

２３年度から続けて実施している、河川内の伐採木の無料配布を２６年度も行いました。１２月から１月に実施し、

４名の方に軽トラック４台分程度をもらっていただきました。河川内の伐採が少なかったため前回よりも量的には少

なくなりましたが、薪ストーブなどに活用されました。

引き続き、地域の皆さんによろこんでいただけるような取り組みをしていきたいと考えています。

平成２６年１１月３０日（日）午前９時から、松阪市櫛田川で、「揥水まちづくり協議会」の皆さんと一緒に【川と海

のクリーン大作戦】を行いました。

地元の皆さんや関係企業とその家族、漁協の皆さん、国交省関係の建設会社の皆さんなど４２９人と沢山の参加

をいただき、河川の清掃活動を行いました。集めたゴミは、２トントラック２台分でした。26年度の【川と海のクリーン

大作戦】は今回で終了しました。御協力ありがとうございました。 今後も、きれいな河川環境を守るために、御協

力お願い致します。

開始前の集合状況

クリーン大作戦の様子（櫛田川左岸 県道３７号線から東部中学校付近まで約３ｋｍ）

清掃活動状況 集めたゴミです

４２９名参加いただきました

ゴミを捨て
ないで
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２７年１月２４日（土）午前１０時より、櫛田川河川敷（松阪市高須町）で、西黒部町民凧揚げ大会がありました。

地元住民等約３００人が参加、家族連れが自由にたこ揚げを楽しまれ、個人・団体の部などのたこ揚げを競い、デ

ザインや飛行具合の審査が行われ、上位の皆さんが表彰されました。

当日は、天気に恵まれ、風もたこ揚げに絶好で、多くの来場者が楽しんでいました。

南海トラフなど巨大地震が発生した際に緊急避難できるように、松阪市の松阪東大橋下の堤防から、橋を通る

国道23号に上がれるよう、「緊急避難階段」を櫛田川の両岸に設置しました。

当地域(西黒部地区、東黒部地区）は、周囲に高台が無く、津波浸水の恐れがあるため、地域から要望が出され

たもので、櫛田川の堤防に上がる階段(河川側)と、さらに上の松阪東大橋に登る階段(道路側)を施工しました。

26年12月６日にお披露目式を行いました。今後は、地域の防災訓練などで活用していただきます。

渡り初め（河川側) 渡り初め(道路側)

道路側階段河川側階段

記念撮影

澄んだ青空にたこが高々と揚がりました。２００枚の連だこも見事に揚がりました。

地元の皆さん、手作りのたこで参加

200枚の

連だこ
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外出先での河川情報等のご確認は、

以下の各モバイルサイトをご利用ください！

【ＵＲＬ】
http://www.cbr.mlit.go.jp/mie/m/

【ＱＲコード】

国土交通省 中部地方整備局
三重河川国道事務所 櫛田川出張所

〒515-0205 松阪市豊原町１３４１－１
（tel） 0598-28-2265
（fax） 0598-28-6798

【ＵＲＬ】

http://i.river.go.jp/
【ＱＲコード】

ご意見･ご要望は、
こちらまでお寄せ下さい！

櫛田橋より上流側の堤防沿いにあります。所 在 地

２７年２月１２日に松阪市機殿小学校の３年生及び４年生児童（１６名）を招き、河川工事の現場見学会を行いま

した。

事前に配布したヘルメットにそれぞれ好きな絵を描いてもらって、それを着用して参加していただきました。

魚見町地先の河川工事現場を見学、学校に戻りショベルカーや高所作業車の乗車体験を行いました。高所作業車

では津波最大高さ（想定）の７ｍを地上からの高さで体験してもらいました。また、距離を測る体験では自分でソフト

ボートを投げてその距離を測りました。

現場見学、建設機械の乗車体験などで児童の皆さんによろこんでいただき、堤防の大切さや津波の高さを感じて

いただきました。

水難事故

に気をつけ

てください

26年11月19日に表彰式が行われ、櫛田川の相可第二排水ひ管の維持管理を３０年以上続け、地域の安全に貢献
してこられた、多気町相可の清水庄一さんに感謝状が贈呈されました。清水さんは、「当時は避難速報等なかったの
で、避難を呼び掛けるのも自分の役割だった。地域のために続けてきた」と今までを振り返っていました。これからも
地域の安全安心のために、よろしくお願いします。

・こわかった

・津波の時は３階に逃げ

て命を守ります

み ん な で 記 念 撮 影
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